
平成™›年š月š˜日 土曜日 (号外特第˜—号)官 報

（
避
難
解
除
区
域
に
お
い
て
避
難
対
象
雇
用
者
等
を
雇
用
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）

第
六
条
の
三
の
二

法
第
十
七
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
同
項
に
規
定

す
る
避
難
対
象
雇
用
者
等
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

書
類
と
す
る
。

一

令
第
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

そ
の
者
が
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

イ

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
者

次
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
そ
の
旨
を
証
す
る
書

類\

労
働
基
準
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
名
簿

]

労
働
基
準
法
第
百
八
条
に
規
定
す
る
賃
金
台
帳

^

\
又
は
]
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

ロ

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
後
に
新
た
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者

そ
の
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
書
類

\

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
け
る
労
働
基
準
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
使
用
者
の
同
日
に
お
い
て
令

第
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
避
難
対
象
区
域
（
^
及
び
次
号
に
お
い
て
「
避
難
対
象
区

域
」
と
い
う
。）内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
た
旨
を
証
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
証
明
書

]

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得
の
届
出
の
確
認
の
照
会
書
の
写
し
及
び
公
共
職
業
安
定
所
の
当
該
照

会
書
に
対
す
る
回
答
書
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
け
る
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
に
限
る
。）

^

\
又
は
]
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
避
難
対
象
区
域
内

に
所
在
す
る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二

令
第
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

次
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
に
お
い
て
避
難
対
象
区
域
内
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
後
に
転
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
消
除
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し
）

ロ

住
民
基
本
台
帳
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戸
籍
の
附
票
の
写
し

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
避
難
対
象
区
域
内
に

居
住
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
九
条
の
二
第
一
号
中
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
同
号
の
第
一
欄
」に
改
め
、

同
条
を
第
九
条
の
二
の
二
と
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
被
災
連
結
法
人
に
つ
い
て
債
務
免
除
等
が
あ
っ
た
場
合
の
欠
損
金
の
損
金
算
入
の
特
例
）

第
九
条
の
二

法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
損
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
五

十
九
条
第
二
項
の
規
定
を
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
の
法
人
税
法
第
五
十

九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
に
係
る
法
人
税
法
施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
六
第
二
号
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
事
実
等
）」と
あ
る
の
は
「
事
実
等
）
又
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る

国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
ロ
]
に
お
い
て
「
震
災
特
例
法
」
と
い
う
。）第
二
十
五
条
第
一
項
各

号
（
被
災
連
結
法
人
に
つ
い
て
債
務
免
除
等
が
あ
つ
た
場
合
の
欠
損
金
の
損
金
算
入
の
特
例
）」と
、同
号
ロ
]
中「
定

め
る
債
権
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
る
債
権
（
震
災
特
例
法
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
実
に
あ
つ
て
は
、

当
該
各
号
に
規
定
す
る
債
権
）」と
す
る
。

第
九
条
の
三
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
連
結
法
人
が
避
難
解
除
区
域
に
お
い
て
避
難
対
象
雇
用
者
等
を
雇
用
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）

第
九
条
の
三
の
二

法
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る

財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
二
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
同
項

に
規
定
す
る
避
難
対
象
雇
用
者
等
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

令
第
二
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

そ
の
者
が
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

イ

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
者

次
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
そ
の
旨
を
証
す
る
書

類\

労
働
基
準
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
名
簿

]

労
働
基
準
法
第
百
八
条
に
規
定
す
る
賃
金
台
帳

^

\
又
は
]
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ロ
]
中
「
第
四
十
条
の
五
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
の
五
第
二
項
各

号
」
に
、「
並
び
に
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
及
び
当
該
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
四
項
中
「
第
六
項
第
一
号
及
び
第
八
項
」
を
「
第
六
項
第
一
号
及
び
第
九
項
」
に
、「
第
六
項
及
び

第
八
項
」
を
「
第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
及
び
第
八
項
に
」
を
「
、
次
項

及
び
第
九
項
に
」
に
、「
第
八
項
第
三
号
」
を
「
第
九
項
第
三
号
」
に
、「
増
改
築
等
（
次
号
」
を
「
増
改
築
等
（
次
号
、

次
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

令
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
工
事

当
該
工
事
が
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し

て
定
め
る
同
号
に
掲
げ
る
工
事
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類

ロ

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
後
に
新
た
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者

そ
の
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
書
類

\

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
け
る
労
働
基
準
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
使
用
者
の
同
日
に
お
い
て
令

第
二
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
避
難
対
象
区
域
（
^
及
び
次
号
に
お
い
て
「
避
難
対
象

区
域
」
と
い
う
。）内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
た
旨
を
証
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
証
明

書
]

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得
の
届
出
の
確
認
の
照
会
書
の
写
し
及
び
公
共
職
業
安
定
所
の
当
該
照

会
書
に
対
す
る
回
答
書
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
け
る
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
に
限
る
。）

^

\
又
は
]
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
避
難
対
象
区
域
内

に
所
在
す
る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二

令
第
二
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

次
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
に
お
い
て
避
難
対
象
区
域
内
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
後
に
転
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
消
除
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し
）

ロ

住
民
基
本
台
帳
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戸
籍
の
附
票
の
写
し

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
避
難
対
象
区
域
内
に

居
住
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
十
三
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
ロ
]
中「
第

四
十
条
の
四
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
の
四
の
二
第
二
項
各
号
」
に
、「
並
び
に
同
項
第
一
号

及
び
第
二
号
」
を
「
及
び
当
該
各
号
」
に
改
め
る
。
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